













































Adaptability and Cohesion Evaluation ScalesⅢ）日本版　草
田、岡堂（1993）による2因子20項目からなる尺度
確認的因子分析による質問紙の検討
分析に先んじて、研究Iにおいて作成された尺度のモデル
適合度についての検討を確認的園子分析を用いて行った。そ
の結果5因子22項目モデルを採択することとし、削除項目はそ
の後の全分析の対象から除外した。（GFI＝．900、AGFI＝．873、
CFI＝．870、RMSEA＝．056）。また、相関分析の結果「家」規
範測定尺度の全体得点との間に有意な負の相関が認められ（r
＝．386、p＜．01）ある程度の基準関連妥当性が確認された。
結果　①クラスタ分析の結果、7つのクラスタが得られた。各クラ
スタに含まれる下位尺度得点のばらつきから、選択可能性の拡
大＝個人化の可能性が示唆された。
②相関分析の結果個人化得点と凝集性得点との間には有意
な正の相関が（r＝．386、p＜．01）、偏相関分析の結果、「個志向
因子」（r＝．300、p＜∴01）「家族の責任因子」（r＝．126、p＜．05）
と凝集性得点との間に有意な正の相関が見られた。また、凝集
性及び、個人化得点を共変量に、満足度を従属変数としたロジ
スティック回帰分析の結果、関連は見られなかった。
考察と今後の課題　今回の対象者においては全般的に家族
意識に個人化の傾向が見られた。また凝集性という観点から、
個人化は家族にとって拡散モーメントとして作用する可能性が
示唆された。これは、一連の家族危機説を支持する結果であり、
今後個人化が進展するならば、社会的集団としての家族をこれ
までと同様に維持するためには、制度的なサポートのみではな
く、よりミクロな生活単位でのサポートの必要性があると考えられ
た。その一方で、今回従属変数とした凝集性にも質的な変化の
兆しが見られた。今後、享り一般性を持った示唆を得るために、
尺度の精緻化とともに凝集性に関しても再度検討を行い、人数
及び属性による偏りを極力排除した、同様の研究の必要性があ
ると考えられた。
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